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ASCON-IEEChE 2016 速報 

大会実行委員長 亀山秀雄 
 

1．開催会議名：第 5 回アジア

革新的エネルギー・環境化学

工学会議（ASCON-IEEChE2016）   

 

2．開催期間；  

2016 年 11 月 13 日～16 日  

 

3．開催場所；ホテルニューグ

ランデ（横浜）  

 

4．主催・共催団体名   

主催；公益社団法人化学工学会 

共催；一般社団法人国際 P2M 学会  

 

5.ホームページ： 

http://www.ascon-ieeche2016.org/  

 

6.開催趣旨；この会議は、1988 年に東

京で流動層及び三相反応器のアジア

会議としてスタートし、今回で通算 15

回を重ねている歴史のある会議です。

1998 年からはさらに分野を環境・エネ

ルギー分野に広げて、ASCON-IEECE の

名称で発展して、今度の横浜会議が 5

回目になります。発表分野は下記のよ

うになっております。第 4 回の韓国大

会から P2Mのセッションが設けられま

した。これにより、2 年に 1 回は P2M

学会共催として国際会議に P2M研究成

果を発表する場を得たことになりま

すのでご活用ください。発表論文は、

P2M セッション担当者で予備査読を行

い、国際 P2M 学会の論文としてふさわ

しい内容の論文を論文審査委員会に

推薦し、通常の国内大会の査読手順で

審査を行い、掲載可となった論文が学

会の電子ジャーナルに掲載されるこ

とになります。 

 

7.発表分野 

・Biomass, Biofuel and Biochemicals 
・Combustion, Pyrolysis and 

Gasification 
・CO2 Capture and Storage 
・Energy Engineering(Renewable 

Energy, Hydrogen, Conservation, 
Storage, Energy Management) 

・Environmental Protection 
・Fluidized Bed and Multiphase 

Reactors 
・Membrane Separation 
・Process Systems Engineering 
・Project and Program Management 
・Sustainable Engineering 

 
8.論文登録状況 190 件の論文が登録

され、そのうち P2M関係は 16件です。 
全体集計結果を表 1 に示します。 
 
9.発表スケジュールと発表形態 

P2M セッションが行われる会場を表

2 に Oral 発表と Poster 発表の登録者

と発表タイトル情報を表 3 に示しま

す。 
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表 1 論文の登録分類 

 

表 2 発表会場 
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表３ 発表者とタイトル 

 


